
も
く
じ

● 2 ～ 3 Ｐ
　 住民の生命と
　暮らし守る自治体を

● 4 ～ 5 Ｐ
　 行ってきました！
　 日本一長～い
　バス定期路線の旅に

● 6 ～ 7 Ｐ
　時には音楽
　トークプラザ
　ちょっとひと味

京都民医労では、常勤職員は全員加入制をとっていますが、非常勤職員は任意
加入制です。一昨年前から、「非常勤職員の労働条件改善のためには、非常勤職
員の仲間が労働組合に入ってこそ」をかけ声に、組織拡大を進め、64人の新し
い組合員を迎えました。そして、昨年念願の労働組合加入者総数三桁を達成し、
現在130人の組織に成長しました。組織拡大のおかげで、非常勤職員の最低賃
金時給1,000円も実現。拡大の前進を祝い、1月11日に三桁達成のお祝いもか
ねて、旗開きを盛大に行いました。1月には非常勤委員会を立ち上げ、引き続
き要求実現と仲間増やしに奮闘します。

祝 非常勤職員の労働組合加入者

100 人達成！　京都民医労
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台
風
18
号
に
よ
る

京
都
府
下
で
の
被
害
状
況

　

昨
年
9
月
15
日
に
発
生
し
た
台
風
18
号

で
は
京
都
府
全
域
で
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。
京
都
府
の
発
表
に
よ
る
と
、
床
下

浸
水
家
屋
３
３
８
９
戸
、
床
上
浸
水
家
屋

１
８
０
２
戸
、
全
壊
が
２
戸
、
半
壊
62
戸
、

一
部
損
壊
が
22
戸
に
な
っ
て
い
ま
す
。
被

害
が
集
中
し
た
の
は
福
知
山
市
と
舞
鶴
市

で
し
た
。
ま
た
、
河
川
で
は
由
良
川
、
嵐

山
を
流
れ
る
桂
川
で
大
規
模
に
水
が
溢
れ
、

周
辺
地
域
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

京
都
府
の
河
川
管
理
の

仕
組
み

　

京
都
府
内
に
あ
る
河
川
ご
と
に
20
～
30

年
期
間
を
目
安
と
し
た
、
河
川
整
備
計
画

が
立
案
さ
れ
ま
す
。
そ
の
計
画
に
基
づ
い

て
、
京
都
府
内
７
ケ
所
に
あ
る
土
木
事
務

所
が
日
常
的
に
河
川
管
理
の
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
の
土
木
事
務
所
の
職
員
は
、
通
常

は
８
時
30
分
～
17
時
15
分
の
勤
務
に
な
っ

て
い
ま
す
。
京
都
府
内
各
地
の
河
川
に
設

置
さ
れ
た
監
視
機
械
を
通
し
て
、
河
川
の

情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
集
中
さ
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
水
防
待
機
と

言
っ
て
、
気
象
注
意
報
や
警
戒
報
が
出
さ

れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応

じ
て
職
員
が
事
務
所
に
待
機
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
台
風
災
害
で
の

現
場
の
実
態

　

今
回
の
台
風
は
猛
烈
な
量
の
雨
が
降
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
誰
で
も
が
見
る
こ
と

が
で
き
る
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
殺
到
し
て
、
河
川
の
情
報
の
確
認
が
困

難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

道
路
の
通
行
止
め
な
ど
の
措
置
が
必
要
に

な
る
の
に
、
情
報
を
正
確
に
確
認
す
る
の

に
苦
労
し
た
よ
う
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

の
蓄
積
が
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。ま
た
、10
年
前
に
は
12
あ
っ
た
土

木
事
務
所
が
、
京
都
府
広
域
振
興
局
の
統

廃
合
と
あ
わ
せ
て
、
７
ケ
所
に
減
ら
さ
れ
、

職
員
の
出
勤
も
以
前
と
比
べ
て
広
範
囲
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
、
出
勤
す
る

の
に
時
間
が
か
か
る
の
に
、
台
風
に
よ
る

大
雨
で
道
路
は
封
鎖
さ
れ
て
通
行
止
め
と

な
り
、
現
場
で
の
業
務
は
困
難
を
伴
い
ま

し
た
。
あ
る
職
員
は
通
行
止
め
の
現
場
で
、

交
代
の
職
員
が
た
ど
り
着
け
ず
、
約
17
時

間
に
わ
た
っ
て
孤
立
す
る
事
態
も
起
き
ま

し
た
。
そ
の
職
員
は
健
康
補
助
食
品
１
箱

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
だ
け
で
業
務
に
あ

た
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
通
行
止

め
の
箇
所
で
は
職
員
が
、「
自
分
で
責
任
を

持
つ
か
ら
行
か
せ
て
く
れ
。」
と
言
っ
て
、

よ
う
や
く
職
場
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う

話
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
美
談
と

す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の

水
害
で
は
、
職
員
の
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ

で
の
踏
ん
張
り
、
言
っ
て
み
れ
ば
＂
府
職

員
魂
＂
で
府
民
の
安
心
と
安
全
の
た
め
に

身
体
を
張
っ
て
守
っ
た
と
言
え
ま
す
。

京
都
府
の
河
川
管
理
の

問
題
点

　

京
都
府
の
河
川
管
理
の
問
題
点
は
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
大

き
い
の
は
、
予
算
削
減
と
人
減
ら
し
で

す
。
京
都
府
の
河
川
管
理
予
算
の
ピ
ー
ク

は
、
１
９
９
８
年
度
の
２
３
３
億
円
に
対

し
て
２
０
１
１
年
度
は
、
81
億
円
と
ピ
ー

ク
時
の
３
分
の
１
に
ま

で
減
っ
て
い
ま
す
。人
員

で
は
、土
木
事
務
所
の
整

理
統
廃
合
に
あ
わ
せ
て

６
１
８
名
か
ら
５
１
４

名
と
１
０
４
名
減
ら
さ

れ
、
そ
の
う
ち
技
術
職

員
が
３
３
２
名
か
ら

２
８
４
名
と
48
名
も
減

ら
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

広
い
京
都
府
内
で
日

常
的
に
河
川
管
理
を
し

よ
う
と
思
え
ば
、し
っ
か

り
と
し
た
行
政
組
織
と

そ
れ
を
支
え
る
専
門
的

な
知
識
と
経
験
を
持
っ

た
職
員
が
必
要
で
す
。

防
災
対
策
、
河
川
管
理
は
、

今
年
４
月
の
京
都
府

知
事
選
挙
の
重
大
争
点
に　

　

府
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
こ
と
は
当

然
の
責
務
で
す
。
一
昨
年
の
い
わ
ゆ
る
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
被
害
や
今
回
の
台
風
18

号
被
害
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
特
徴
も
あ

り
、
国
・
府
内
各
市
町
村
と
も
連
携
し
、
専

門
家
の
知
恵
を
集
め
た
検
討
と
政
策
的
検

討
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
亀
岡
市
で
の

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
問
題
も
含
め
、

自
然
の
保
全
、
治
水
優
先
、
開
発
政
策
の

見
直
し
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
何
よ
り
も
府
民
生
活
」
の
立
場
で
、総

合
的
な
治
水
計
画
や
住
民
参
加
・
参
画
で

の
防
災
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
、

そ
し
て
、
予
算
を
ど
う
使
う
の
か
、
府
の

地
方
機
関
と
人
員
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

京
都
府
下
で
の
被
害
状
況

京
都
府
下
で
の
被
害
状
況

京
都
府
下
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被
害
状
況
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害
状
況
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被
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状
況
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状
況
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害
状
況

京
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被
害
状
況

京
都
府
の
河
川
管
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の
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管
理
の
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の

京
都
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の
河
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の

京
都
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の
河
川
管
理
の

京
都
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の
河
川
管
理
の

京
都
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の
河
川
管
理
の

京
都
府
の
河
川
管
理
の

京
都
府
の
河
川
管
理
の

京
都
府
の
河
川
管
理
の

京
都
府
の
河
川
管
理
の

京
都
府
の
河
川
管
理
の

住民の生命と
暮らし守る自治体を
台風18号被災地現場にみる京都府の実態

大野ダムに流れ着いた瓦礫・木材

落橋した「鳴滝橋」（国道162号　右京区京北）

亀岡駅北側

桂川の状況

今
回
の
台
風
災
害
で
の

今
回
の
台
風
災
害
で
の

今
回
の
台
風
災
害
で
の

今
回
の
台
風
災
害
で
の

防
災
対
策
、
河
川
管
理
は
、

防
災
対
策
、
河
川
管
理
は
、

防
災
対
策
、
河
川
管
理
は
、

知
事
選
挙
の
重
大
争
点
に　

防
災
対
策
、
河
川
管
理
は
、

知
事
選
挙
の
重
大
争
点
に　

今
年
４
月
の
京
都
府

知
事
選
挙
の
重
大
争
点
に　

昨
年
9
月
15
日
に
大
規
模
な
台
風
18
号
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風
の
影

響
で
、
京
都
府
内
も
、
嵐
山
を
始
め
、
京
都
市
内
、
南
丹
地
域
、
福
知
山
市
、

舞
鶴
市
方
面
で
、
河
川
の
増
水
や
氾
濫
、
橋
の
崩
壊
、
住
宅
の
浸
水
等
の
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
一
昨
年
8
月
14
日
に
宇
治
市
を
中
心
と
し
て
発
生

し
た
、
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
続
く
、
大
規
模
な
台
風
に
よ
る
水
害
で
し

た
。
大
規
模
災
害
に
対
す
る
京
都
で
の
状
況
に
つ
い
て
、
京
都
府
職
労
連
副

委
員
長
の
篠
塚
和
則
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
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行ってきました！奈良交通八木新宮線（奈良県大和八木⇒和歌山県新宮市）
全169キロ、全168バス停、全6時間29分！ 2013年12月23日に乗車

医療の仲間の皆さん、2014年の今年も京都医労連機関紙“MeSo”を宜しくお願いします。さ
て、今年最初の企画ですが、忙しい毎日を過ごしているからこそ、時にはのんびり、ゆったり
と旅に出たいと思い、思い立ったのが、日本一長いバス定期路線の旅でした。どんな旅になっ
たのでしょうか。MeSo編集長の旅の呟きをお読みください。

7:30過ぎ
寒い朝、 近鉄丹波橋駅

で香川編集委員と待ち合わせ

る。 久しぶりに乗る近鉄特急

に、 胸が高鳴る。

7:45
近鉄丹波橋発近鉄特急に乗車
特急券がないので、 香川編集委員に尋ねると、「携帯スマホで予

約してますから、 改札にピッとあてるだけでいけます」 との返事。

スマホの画面を見せてもらうとそれらしき表示がされている。 スゴイ！

いや自分が遅れているだけのことや。

8:28
近鉄大和八木到着
駅前でバスの乗車券売り場をさがす。 券売窓口は

朝9:00からの営業とのこと。 券を買う前に昼ご飯の

おにぎりとパンを買う。 バス停を見ると若者たちがたく

さん並んでいる姿を見かける。「奈良交通八木新宮線

開通50周年記念168プレミアム乗車券」

は、 沿線・ バス停案内、 檜制特

製交通手形、 DVDまでついてなんと、

5,250円也！

10:00　
28番目●乗客17人
国道168号線をバスは走

る。 両脇は畑、 右奥は

雪を被った山々が見える。

10:19　
41番目●乗客15人
ここで12分間の休憩

10:34
42番目●乗客15人
カメラをぶら下げた高校生

風の若者男子が4人乗り

込む。 君らも新宮まで行く

んか。

10:42　
47番目●乗客16人
白髪のおじさんが乗ってく

る。 病院のお見舞い帰り

か。 のんびり旅をしいてい

る我々だけがバスに乗って

いるわけではない。 バス

は地域住民にとっての生

活の足だ。

10:54　
59番目●乗客15人

10:59　
62番目●乗客11人
先ほど乗車した若者4人組

がバスを降りる。 最後ま

で行かないんか？

9:15出発
乗客10人

で香川編集委員と待ち合わせ

る。 久しぶりに乗る近鉄特急

近鉄丹波橋発近鉄特急に乗車

大
和
八
木

鳥
井
戸

五
條
バ
ス
セ
ン
タ
ー

五
條
駅

県
立
五
條
病
院
前

大
日
川

城
戸11:29

曲がりくねった道に大型バ

スが向かって来ます。 クラク

ションをならして、 やっと相

手方の運転手が気がつい

て、 無事に離合する。

11:38
79番目●乗客10人
バスの運転手さんの話では、 付近は2011年の大

水害の被害をうけて、 復旧工事中で、 家はあるけれ

ども、 住人は不在で避難しているとのこと。 改めて、

自然災害の恐ろしさを実感する。

12:29
国道の標識は新宮まで

82キロとある。やっと全道

程の半分になる。道路は

続くよどこまでも。

13:29　
122番目●乗客9人
（16分間休憩）

バス営業所そばには、 足

湯ができる設備がある。

13:50　
125番目●乗客8人
急峻な山間の地形が続いているが、 ここだけは平

坦な土地になっていて、 おしゃれなたたずまいのホテ

ルがある。 ここで東京から来たという男性客がバスを

降りる。

14:24　
143番目●乗客6人

15:11　
165番目●乗客5人
男性客がバスを降りる。

バスの運転手さんとは顔

見知りのようで、 お互いが

挨拶を交わしている。 心

が和む、 とってもいい光景

やな！

バスはひたすら走り、 トン

ネルを抜けると、 新宮の

街並みが見えてきた。 長

い旅もいよいよラストス

パートや！（バスに乗ってい

る自分がスパートするわけ

じゃないけど）

15:44終着
168番目●乗客5人
定刻の時間にバスは終着地の新宮に到着。 全行程169キロ、

168バス停、 6時間29分の旅が終了する。 全区間を乗車した

5人に、 運転手さんより「八木新宮線完全乗車証明書」 が手渡

される。 こちらも「ありがとうございました。」

14:11
和歌山県田辺市に入る

田辺市は海辺の街のイ

メージだったが、 ここも2

町2村による市町村合

併でこんな山奥も田辺市

になっている。

熊野川流域も大水害の

被害をうけ、 色んな所に

土砂崩れの跡が目に入っ

てくる。

大
塔
支
所

上
野
地

十
津
川
温
泉

ホ
テ
ル
昴

本
宮
大
社

神
丸

乗客6人

定刻の時間にバスは終着地の新宮に到着。 全行程169キロ、

新
宮
駅

旅の追伸
旅が終わった後は、新宮駅前

のすし屋で祝杯をあげる。 地元特産の「し

び」（近海物のクロマグロのなま）に舌鼓
を打ちながら、 8日ぶりに

飲む

ビールが五臓六腑にしみわたる。

17:45発の特急列車に
乗り一路、 家路に向

かう。 まわりはしっぽくの闇で、
車窓からはほと

んど何も見えず、ひたすら
長くて退屈な旅であっ

た。 夜11時過ぎに、 無事我が家に到着。

明日は仕事だ。

12:04　
91番目（谷瀬の吊り橋）●乗客10人
（25分間休憩）バスを降りて、「谷瀬の吊り橋」 へ

駆け込む。 橋を歩きだしたものの、 ここは地上

54mの高地。 途中で怖くなり引き返す。 実は私は

高所恐怖症。

12:04　
91番目（谷瀬の吊り橋）91番目（谷瀬の吊り橋）
（25分間休憩）バスを降りて、「谷瀬の吊り橋」 へ

さあ、
日本一長～い
バスの旅の始まり。

日本一　長　　　　　　い

バス定期路線の旅に

バス営業所そばには、 足

湯ができる設備がある。
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176号の正解は「マシュウコ」でした。
正解は以下の方に図書カードをお送りします。
尾上八重子（もみじヶ丘労働組合病院）、磯谷久美子（第二日赤）、
寺澤　信博（京都市職員労働組合）、山口　利香（第二日赤）、
全医労京都支部の方

送り先＝〒604-8854　京都市中京区壬生
　　　仙念町30-2 労働会館6Ｆ・京都医労連
FAX・Email可＝075-811-6170
	 irouren@labor.or.jp
締切＝�3月31日消印有効（官製ハガキか、

FAX・メールで組合名も忘れずに）
発表＝180号
賞品＝正解者のうち抽選で5人の方に1,000
　　　円分の図書カードをお送りします。

パズルコー ナー の 5 文字を 1 つの言葉（単語）にしてください。
　　＊ヒント「全国観光地シリーズ」

パズルのこたえ

紙面についてのご感想・
ご意見・職場の話題

氏名

組合名

1 2 3 4 5

6 7

8 9 10

11 12

13

14 15 16

17 18

　
〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①
偉
大
な
人
物
は
遅
れ
て
頭
角
を
現
し

ま
す
。

②
平
城
京
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

③
宴
会
の
余
興
等
で
素
人
が
披
露
し
た

り
、
噺
家
が
寄
席
で
手
品
を
や
る
こ

と
な
ど
。

④
Ｓ
Ｓ
・
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
Ｌ
・
Ｘ
Ｌ
。

⑤
体
の
表
面
を
覆
っ
て
い
ま
す
。

⑨
１
３
６
８
年
か
ら
１
６
４
４
年
ま
で

中
国
を
支
配
し
た
王
朝
。

⑩
加
水
分
解
に
よ
っ
て
で
き
る
た
ん
ぱ

く
質
の
構
成
要
素
。

⑫
イ
プ
セ
ン
の
人
形
の
家
の
主
人
公
。

⑬
漢
字
で
書
く
と
「
木
乃
伊｣

。

⑮
硯
の
墨
を
す
る
部
分
。

　
〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①
24
勝
・
無
敗
の
投
手
。

⑥
ベ
ル
セ
ポ
リ
ス
、
ア
ル
ボ
ル
ズ
山
脈
、

ゴ
ン
バ
デ
・
ス
ル
タ
ニ
エ
、
と
い
え

ば
ど
こ
の
国
？

⑦
ペ
ッ
ト
の
健
康
用
品
と
し
て
話
題
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、

医
療
機
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑧
岩
の
間
な
ど
か
ら
涌
き
出
る
澄
ん
だ

湧
水
。

⑪
最
大
70
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
在
庫
一
掃
、
Ｓ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
、
と
い
え
ば
何
で
し
ょ
う
？

⑫
体
長
の
60
倍
の
高
さ
、
１
０
０
倍
の

距
離
の
跳
躍
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

小
さ
な
虫
。

⑬
北
部
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
最
大
の
都

市
。
稚
内
市
と
ほ
ぼ
同
緯
度
で
す
。

⑭
春
の
七
草
の
ひ
と
つ
で
す
。

⑯
七
福
神
の
一
柱
、
恵
比
須
様
が
左
脇

に
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

⑰
タ
ラ
ち
ゃ
ん
の
ハ
ト
コ
に
な
り
ま
す
。

（
サ
ザ
エ
さ
ん
の
登
場
人
物
）

⑱
ス
イ
ス
東
部
の
ア
ル
プ
ス
山
脈
に
源

を
発
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
国

境
を
流
れ
た
後
、
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン

ダ
を
経
て
北
海
に
注
ぎ
ま
す
。

調理師
篠原　真弓

望
のぞむなべ

鍋

　

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
が
、

1
9
7
1
年
9
月
23
日
に
日
本
武
道

館
で
初
公
演
を
行
っ
た
際
の
音
源
が

手
元
に
あ
る
。
そ
の
C
D
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
中
に
、
当
時
の
公
演
案
内
の
ポ

ス
タ
ー
の
縮
刷
版
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
。公
演
日
時
と
会
場
に
続
い
て
、主

催
団
体
と
協
賛
団
体
の
名
前
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
協
賛
団
体
に
名

前
を
連
ね
て
い
た
の
は
、
あ
の
「
平

凡
パ
ン
チ
」
で
あ
る
。
こ
の
名
前
を

懐
か
し
く
思
う
方
も
い
る
だ
ろ
う
。

そ
の
当
時
の
若
者
文
化
の
一
つ
の
象

徴
と
で
も
言
う
べ
き
存
在
で
、
こ
の

時
代
の
雰
囲
気
が
に
わ
か
に
伝
わ
っ

て
く
る
。
会
場
で
は
、
そ
の
当
時
の

彼
ら
の
ラ
イ
ブ
で
の
定
番
で
あ
っ
た

「
胸
い
っ
ぱ
い
の
愛
を
」が
演
奏
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
曲
で
は
、
彼
ら
が
慣

れ
親
し
ん
だ
ロ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
が

ア
ド
リ
ブ
で
30
分
以
上
に
も
わ
た
っ

て
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
圧
倒
的
迫

力
に
誰
も
が
度
肝
を
抜
か
れ
た
の
で

あ
る
。「
こ
れ
が
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ

ペ
リ
ン
か
。」
と
。
C
D
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
聴
衆
の
歓
声
が
そ
の
こ
と

を
見
事
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
翌
年　

結
果
と
し
て
日
本
で
の

最
後
の
公
演
と
な
る
2
回
目
の
来
日

を
果
た
し
た
彼
ら
が
、
演
奏
し
た
会

場
は
京
都
会
館
第
一
ホ
ー
ル
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
の
音
源
も
手
元
に
あ
る
。

こ
の
公
演
の
最
後

は「
移
民
の
歌
」で

あ
っ
た
が
、
演
奏

終
了
後
、
舞
台
を

去
る
際
に
「
グ
ッ

ド
ナ
イ
ト
、
ミ
ヤ

コ
」
と
ロ
バ
ー
ト
・

プ
ラ
ン
ト
が
発
し

た
の
が
、
日
本
国

内
の
舞
台
上
で
の

彼
ら
の
最
後
の
言

葉
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
、

彼
ら
は
大
阪
空
港

か
ら
機
中
の
人
と

な
り
、
次
の
目
的

地
へ
と
旅
だ
っ
て

行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ

ペ
リ
ン
の
二
度
に

渡
っ
た
来
日
公
演

で
、
あ
の
狂
熱
の
坩
堝
と
化
し
た
会

場
に
い
た
の
は
、
そ
の
多
く
が
20
歳

代
前
後
の
若
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
あ
の
日
か
ら
40
年
余
が
過
ぎ
去

り
、
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
に
熱

狂
し
た
若
者
た
ち
も
歳
を
積
み
重
ね
、

今
や
団
塊
の
世
代
で
あ
る
。
そ
し

て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
レ
ッ
ド
・

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の
メ
ン
バ
ー
自
身
も

齢
を
積
み
重
ね
、
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ

は
今
年
で
70
歳
と
な
っ
た
。
ロ
バ
ー

ト
・
プ
ラ
ン
ト
、
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
ル
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
共
に
60
歳
代
後
半
と
な

り
、
ジ
ョ
ン
・
ボ
ー
ナ
ム
は
も
う
い

な
い
。
団
塊
の
世
代
を
迎
え
た
か
つ

て
の
若
者
た
ち
は
、
こ
の
40
年
を
ど

の
よ
う
に
生
き
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
あ
の
狂
熱
の
坩
堝
の
ご
と
き
勢

い
で
駆
け
抜
け
て
き
た
者
も
い
れ
ば
、

ど
こ
か
で
躓
き
倒
れ
て
し
ま
っ
た
者

も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
々
を

淡
々
と
生
き
て
い
る
者
も
い
る
の
だ

ろ
う
。
ど
の
道
を
歩
ん
だ
と
し
て
も
、

こ
の
世
の
中
か
ら
疎
ま
れ
る
べ
き
存

在
で
は
な
く
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る

べ
き
存
在
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
こ
と
自

体
が
、
憚
ら
れ
る
よ
う
な
不
穏
な
世

の
中
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
か
。
多
く
の
人
た
ち
も
そ
う
感
じ

て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
尚
の
こ
と
、
今
こ
の
時
だ
か
ら
こ

そ
、
私
は
叫
び
た
い
、
そ
し
て
叫
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
胸
い
っ
ぱ
い

の
愛
を
」

（
完
）
川
上　

裕
光

あの日から40年余
―今この時だからこそ、「胸いっぱいの愛を」―

　“時には音楽”を楽しみに読んでいます。レッ
ド・ツェッペリンは偉大です。

尾上　八重子（福知会もみじヶ丘病院労組）

　いつも楽しく拝読しております。冬号の『韓
国ツアー報告』は楽しく拝見し、韓国に対して
親近感が湧きました。

小野　保（京都第二赤十字病院労働組合）

作り方

①�鍋に水を張りだし昆布を入れ沸
騰する直前に取り出す（沸騰す
ればあくが出るから）。そのあ
と（ふくろに入った出しかつお
を入れ2 ～ 3分）沸騰させ取り
出す（あくはとる）

②�入れる順番は堅い人参・大根か
ら入れそのあと出しのでる鶏肉
またはつくねを入れる

③�人参・大根に箸がささるように
なったら白菜･白ネギ・生しいた
けを入れ沸騰したら豚肉を入れ
る（あくがでたらとる）。そのあ
ともやし・えのき･豆腐を入れ沸
騰したら器にポン酢を入れ食べ
る。寒い中、体の芯から暖まり
ます

寒い中　体の芯が暖まるなべはい
かがですか

今年は4年に1度の知事選の年、ま
だ、寒さが残る中「望

のぞむなべ
鍋」で体と

心を芯から温めて知事選・春闘勝
利を勝ち取ろう！！

●材料〈４人分〉
大根…………………………………小1本

（半月きり　厚さ1センチぐらい）
人参……………………… 小1本（100g）

型抜きで花形に鶏肉またはつくね
白菜……………………………小（400g）

（三センチ四方にきる）
エノキ…………………………中（200g）
白ネギ…………………………………1本

豚上…………………………………200g
もやし………………………………100g
豆腐………………………………… 一丁
ポン酢
だし昆布………………………………1枚
だしカツオ………………………… 少々
生しいたけ………………………（4枚）小

しいたけ花形に切り目をいれる

◦�「レッド・ツェッペリン　コンプリート・ブック」シンコー・ミュージック・エンタテイメント　2009 年
◦�「レッド・ツェッペリン」ロッキングオン社　2010 年
◦�「レッド・ツェッペリン　ライヴ・ファイル」西江健博　レインボウブリッジ　2008 年
◦�「レッド・ツェッペリン『天国への階段』」リッチー・ヨーク　シンコー・ミュージック 1992 年
◦�「ジミー・ペイジ　ギタリスト飛龍力 50 年」ジョージ・ケイス　東邦出版　2008 年
◦�「音楽専科」1981 年 2 月号　音楽専科社　1981 年

　いつも楽しく読ませてもらってます。『時に
は音楽』を読んでは気になる曲をYou Tubeで
チェックしたりしています。

岡　貞充（京都民医労東支部）

参考
文献

2014.新年号　No.1787 2014.新年号　No.178 6

No.27

レッド・ツェッペリン⑦



春
が
待
ち
遠
し
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
京
都
医
労
連
で
は
春

闘
と
知
事
選
、
と
熱
い
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん

の
奮
闘
で
勝
利
の
春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

編
・
集
・
部
・
だ
・
よ
・
り

京都医労連組織拡大・共済推進
合宿を２月１日～２日にかけて
天橋立で実施しました。この取
り組みは京都医労連では初めて
の開催であり、今後につなげる
大きな合宿となりました。１日
目の夜には天橋立荘で地元料理
に参加者一同大いに盛り上がり
ました。来年も実施の予定です
ので是非ご参加下さい。

１月18日の京都医労連春闘討論集会のあと
に、京都市北区・然林坊で旗開きを行いまし
た。座敷に宴会形式で、いつもと違った配置
でしたが、新生青年部の労働組合クイズで大
盛り上がり!!難しい問題にベテラン組合役員
も四苦ハ苦。１年間、ともに頑張りましょう。

旗開き

2014組織拡大・共済推進合宿

バスツアー

2013年11月30日、
60周年の冠を頂い
たバスツアーが、64
名の参加で行われま
した。
リニア館内を「かっ
こいい！」って言い
ながら走りまわって、
お土産に買った新幹
線をにぎりしめ帰路
に着きました。
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